
年の市 

例年１月の最終日曜日に行われる「年の市」について、『大野郡誌』は次のように記している。「師走の 26日に本

町通りで年の市が行われ、近郷山家の素人商人・町商人・旅商人を交え、早朝より定めの場所に忙しく店を出す。

神仏の棚飾、年頭の縁起物、台所用具、下駄、その他食料品に至るまで街上に陳列する。これらを買求め四方から

多くの人が集まり喧噪を極める」。 

正徳３年（１７１３）の史料に「当村近郷の市場は小笠原様の城下勝山と申所である」。文化８年（１８１１）の

史料には、「勝山城下では月に６回の市が立ちそこで万事諸商事が行われる」。以上のように記され、勝山町が近郷

農村の経済の中心であったことがうかがえる。町内の延享５年（1748）の史料には１年を通しての市について記し

ている。そこには「三月朔日之市」「半夏生」続いて６月１回、７月３回、８月１回、「十二月廿一日」「十二月廿六

日之市」と９市が挙げられている。 

「年の市」はここで言う「二十六日市」と当初は呼ばれていたようである。始まった時期は明確ではないが、相

当古い時代から旧暦の 12月 26日に開かれ、近郷から多くの人たちが集まるようになったのは幕末期と思われる。

市は農間稼として作られた藁製品や木工品を売り、一方で正月を迎えるための日用雑貨を買い整える役割を担って

いた。明治末期の年の市の風景を『鹿谷民俗史談』を以下のように描写している。 

「書出の来ている店々を支払に回るが、この日は支払が殺到するので、店でも玄関に鼎という大きな五徳を据え、

甘酒の鍋をかけて沸かし、支払人に甘酒の供応をする。…本町通りには中央を流れている川の上に桟敷を作り、戸

板を掛け渡したりして、色々の品を並べて売っていた。北谷あたりから出した木製品を販売する店が賑っていた。

…香具師も大勢来て今の神明様の前あたりから、長淵の新保屋さんの前まで、ずらりと露店が並び身動きの出来な

い程の人通りであった。」 

 

 

 

 

 

 


